
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

一ノ関　正義

エンジェルハィロゥ
バロール

UGNチルドレンA

18

無知

安定した家庭

妄想

平凡

高校生

男

29

“全知に至る者”コードウェル

0
4
3
1

1
0
0
0

0
0
1
0

1
4
4
1

26
12
12
17
34

2 1
1

UGN 1

　　 0

0 0

【29】光使い/ライトブリンガー
“真理の語り手”北上 晴香
“正義を為すギルド”UGN

好意
信頼

恐怖
無関心

2

ワーディング

リザレクト

光の弓

光の指先

光芒の疾走

マスビジョン

黒の鉄槌

時の棺

コンセントレイト:エンジェルハィロゥ

★

0

1

3

1

3

2

1

2

★

-

1d10

1

2

1

4

1

10

2

オート

気絶時

メジャー

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

オート

メジャー

視界

-

視界

なし

至近

なし

視界

視界

なし

シーン

自身

なし

なし

自身

なし

なし

単体

なし

自動

自動

対決

なし

自動

対決

対決

自動

なし

-

↓100

なし

Dロイス

なし

100%

なし

100%

なし

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻撃+Lv+2、同エンゲ内攻撃不可

組み合わせた判定ダイス+Lv+2

戦闘移動による離脱可能、Lv回/1シーン

攻撃力+Lv×5、3回/1S

攻撃力:+Lv×2+2、同エンゲ内攻撃不可

強制失敗、1回/1S

C値-Lv

レネゲイドウイルスと厨二病という一生向き合わなければならない疾患に犯されているUGNエージェント。趣味や興味の幅が広く後述の性格もあって言動の割に
は友人が多いが、現在は自分の生活費と親友の入院費を稼ぐため、UGNで働き詰めである。よく突発的に親友と自分で考えた設定や世界観を語り出すことがある
が、決してそれで自分をageたり他人をsageたりしない。また名が体を表すようで名前の通り正義にも厚く、人の役に立つと思えばどんなことであろうと率先し
て行う。だからといって無秩序に正義を叫ばず、最低限汚い部分にはきちんと見て見ぬフリをできるため、UGNとの関係はまずまず良好と言える。同じ支部のメ
ンバーには時折『設定』に頼らない本音を打ち明けることもあるらしいが、真意は本人にしかわからないだろう。

幼い頃、住んでいた街がFHのバイオ兵器の実験によって街の殆どの生物が死滅した中から救出され、一命をとりとめた過去があり、その事件からオーヴァードと
しての素質に目覚めた。そのことを同じく生還した───と言っても、後遺症に悩まされ続けているが───親友に馬鹿正直に話した所「きっと正義ちゃんは堕
天使の力に目覚めたんだね～」とこの世の真理を教わる。記憶処理も検討されたが、『事件のショックで新手の病に目覚めた(と思い込んでいる)友人を慰める少
女』と『ありのままを打ち明けて尚受け入れてくれた(と思い込んでいる)友人に感謝する少年』の関係にヒビを入れるのは憚られた。二人の会話で紡がれる御伽
話を二人がどれ程信じ込んでいるのか、はたまた嘘偽りすら面白おかしく楽しんでいるのかはその二人にしかわからない。

そんな彼の親友は今尚バイオテロによる原因不明の石化症状を患っており、確実に死への道のりを辿っている。石化の進行を遅らせる入院費は家族を無くした彼
女には到底払える訳もない。そして……病床から動けない彼女が両親の仇をとれるはずもない。正義に厚い彼の行動の中に、私事が紛れ込んでいるとしたら……
このことであろう。
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